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校訓[自ら学ぶ] ○進んであいさつ(誠実) ○進んで仕事(勤労) ○自ら鍛える頭と体(好学・健康) 学校創立148周年

快晴のもと小学校の水泳学習発表会がありました。全児童が参

加でき，日ごろの体育の授業で頑張っ

た成果を楽しく，一生懸命，発揮しま

した。保護者の参観もあり，昨年より

成長した姿に目を細めていらっしゃい

ました。涼しげなプールが気持ちよさ

そうでした。

校内弁論大会が行われました。自分の考えをみんなの前で発表

するよい機会となりました。演題は，優しさや奄美・地域，夢な

ど，多岐にわたり，さまざまな考えにふれることができました。

一年生の２人も堂

々と意見を述べま

した。

水泳学習発表会

中学校 校内弁論大会

１日（木）出校日
５日（月）中学生ひかり議会

１３日～１５日 学校閉庁日
２１日（水）出校日
２５日（日）ＰＴＡ奉仕作業は９月に変更

２日（月）２学期スタート
３日（火）鹿児島大学２年生，小・中学校体験
４日，５日 中：実力テスト

１４日（土）八月踊り
２２日（日）ＰＴＡ奉仕作業予定
２９日（日）運動会
３０日（月）運動会振替休日，運動会予備日

※ 行事については，変更の場合もあります。ご了承ください。

８月の行事予定

９月の行事予定

７月の土曜授業は，小・中全員でレクレーションを行った

り，三味線を練習したりしました。

小・中の交流学習

毎月第３日曜日は，市民清掃

の日です。

進んで清掃に参加しましょう。

（交通のきまりを守る。危険

な所に近づかない。）

学校の様子

は，ＨＰの「ト

ピックス」で

ご覧になれま

す。

校 長 笠井 マリ子

ドイツの哲学者ニーチェは「ツラトストラはかく語りき」
の中で，人の精神は「らくだ，獅子（しし），おさな子」の
３段階の変化を経て成長すると書いています。
このらくだとは「らくだのように重い荷を背負う」時期，獅子（しし）

とは「獅子のように古いこれまでの考えや価値に反逆し，それと戦う」
時期，おさな子とは「自分で新たな考えや価値を作り出す」時期だそ
うです。この３つのそれぞれの段階は，必ず通らなければならず，また
一つ一つが重要で不可欠なものだそうです。
ニーチェが言うように人の精神が成長していくとするなら，今の子

どもたちは「らくだ」の時期ということになるでしょうか。では，この時
期に子どもたちが背負うべき重い荷とは一体何でしょう。
わたしは，子どもたちが精神的に強くなるために必要なことである

ならば，例えば続けること，辛抱すること，ではないかと思っています。
考えてみると，朝決まった時刻に起きて遅れずに学校に行くことだけ
でも続けることはとても難しいことだと思います。前の日に遅くまでテ
レビを観ていたり，ゲームをしていたりすると睡眠時間が足りずに，眠
くて朝起きることが辛いと感じます。ついもう少しだけ，と思ってしまい
ます。これは自分だけがそう思うのではなく，誰もがそう思うことです。
ここで起きるか，そのまま寝てしまうかは，自分の心の問題です。もう
少し寝たいという弱い心に負けてしまうか，乗り越えるかということで
す。子どもの時に，「我慢して決まった時刻になったら起きる」「病気
でなければ休まずに学校に行く」ということを続けることが出来た子
は，大きくなってもきっとできると思います。社会の中で信用される人
間は，約束や時刻を守れる人だと言われます。それは，そのような人
は少なくとも自分の弱い心に負けない人だとみんなが知っているか
らです。このような精神の高まりが見られるようになった次の段階で，
はじめて獅子のように自分の考え（文句）が言える時期に入っていき
ます。でも，この辛抱する，続けるということができないまま次の段階
に行くと，周りから見てわがままな人間に見えてしまうことが多いです。
だからどうしても通らなければならない段階なのだと思います。
「だらく」ではなく「らくだ」の夏休みを
１学期の子どもたちの様子を見てみますと，汗をかきながら一生懸

命頑張っている場面を見ることがとても多いでした。本当にほめるこ
とが多い学期だったと思います。でも，残念なことにちょっとしたことを
我慢できなかったり，やると決めて始めたことなのにすぐにやめてしま
ったりする場面を見ることも時々ありました。この夏休み，暑い日が続
くと思いますが，涼しい家の中ばかりに閉じこもるのではなく，いろい
ろな不便な生活を体験しながら，本当の豊かさ
とはどういうものか，子どもの成長には一体何
が必要かなのかを親子で話し合い，一つでも
実践していくことが大切だと思います。

らくだの時期
夏休みを前に，大島支庁建設部建設課より吉永謙二様

をはじめ7人の職員の方に，小

・中学生全員対して土砂災害

出前講座をしていただきまし

た。水害の危険性のある住用

地区に住むわたしたちに，土

石流の速さからは逃げ切れな

いことや模型を使っての対策

を教えていただきました。備えていきたいです。

住用消防分駐署の署長をはじめ

４人の署員の方からＡＥＤ講習を

中学生，職員，東城保育所長にし

ていただきました。

ＡＥＤの使い方や意識不明者へ

の対応等でしたが，これからの時

期，水難事故に気を付けていきたいです。

※ 学校のＡＥＤ設置場所は，正面玄関入ってすぐの

壁に１か所です。

本年度のプール開放は，水泳スポーツ少年団，学童，

へき地保育所の申請に対して行います。個別の利用に

ついては，相談してください。

土砂災害出前授業

ＡＥＤ講習

夏休みのプール開放について



租税教室
６月25日（火），税理士の浜崎幸樹様を講師にお呼びし，租税教室を行いました。小学校六年生と中学三年生を対象に，税のしくみや納税について学習しました。一億円の一万円札を並べると

高さが１ｍになるなど，具体的でわかりやすく説明していただきました。中学三年の榊幸太郎さんが，「税の種類や公共施設の場所などを教えていただき、税に興味をもちました。」と感想を発
表しました。




